
インターネットの功罪
菊地宏明 ●Hiroaki Kikutchi

ネットワーク犯罪30件

残された時間は3年余り

インターネットが経済を変える

372 INTERNET magazine 1996/12

ドン・タプスコット著
野村総合研究所訳

野村総合研究所発行
546頁

2300円
ISBN:4-88990-070-5

『世界ハッカー犯罪白書』

10月1日、警察庁はネット

ワーク・セキュリティ対策室に

「コンピュータ犯罪捜査支援

プロジェクト」を設置した。こ

れは都道府県警が行うコンピ

ュータ犯罪の捜査を技術的に

支援するプロジェクトになる。

ついこの間まで、インターネ

ット上をパトロールするサイ

バーコップなんて、サイバー

パンク小説みたいだと思って

いたのに、急に現実味を帯び

てきた。世界に目を向けると、

コンピュータが犯罪に使われ

ることがいかに多くなってきた

ことだろう。「テイクダウン」は

ミトニックの事件の詳細をつ

づったノンフィクションだっ

た。本書は、捕まったかどう

かに関わらず世界中で起きた

30の事件を取り上げている。

悪戯が原因となったハッキン

グや、金目当てに行われるク

ラッキング、情報化社会を憎

む爆弾魔ユナボマー（今のと

ころ、ユナボマー自身がコン

ピュータを使って犯罪を

したわけではない

ようだが）などのコ

ンピュータ周辺で起

こった犯罪全般が取り上

げられている。幸い、日本が

舞台となる犯罪は取り上げら

れていないが、映画や小説の

モデルになったような事件が、

いつ日本で起きてもおかしく

ない。読んでいると、現行法

では犯罪として立証できない

事件がすぐにでも起きそうで、

背筋が寒く

なる。

『デジタル・エコノミー』

バブル経済がはじけて90年

代になると、リストラの嵐が

吹き荒れた。各企業は不景気

を乗り切ろうと人員削減、ダ

ウンサイジング、アウトソーシ

ングなどの合理化を図り、組

織や経営形態を再構築した。

これをBPR（ビジネス・プロ

セス・リエンジニアリング）と

も言う。BPRは、急場しのぎ

でしかなく、そこから光明は

見いだせなかった。本書のサ

ブタイトル「ネットワーク化さ

れた新しい経済の幕開け」に

あるように、インターネットは

経済をも刺激した。そこから

生まれる新しい経済を本書

では、デジタル・エコノ

ミーと呼ぶ。ニコラス・

ネグロポンテ氏が「ビー

イングデジタル」で描いたイ

ンフラがデジタル化される時代

を経済の側からとらえたのが本

書である。デジタル・エコノ

ミーのもとで、それぞれのビジ

ネスがどんな意味を持つのかを

答えている。インターネットを

代表とするこれからの情報基

盤を通して変わっていく経済

を探る本としては、とてもよ

くできているだろう。現在、

インターネットで行われている

状況であるものの、「ビーイン

グデジタル」ほど将来の予測

が書かれていない。それだけ経

済は見通しが難しいのだろう。

リストラの次の策がたたなけれ

ば、読んでみると

いいだろう。

『コンピュータ「西暦
2000年問題」の衝撃』

1996年6月19日、マイク

ロソフト社は自社製品の2000

年問題の対応についての説明

を行った。このプレスリリース

などでこの問題を知った人も

多いだろう。今までは、コン

ピュータのソフトを作成したり

利用したりするうえで、日付デ

ータを西暦の下2桁で表現す

ることが当たり前のように行わ

れてきた。しかし西暦2000年

をもって、下2桁が0から始ま

ることになる。至極当然のこ

とだが、ソフトウェアの設計で、

このことを考慮に入れずにつく

られたものが数多くあった。

入力時にエラーデータとなる場

合や、日付計算で誤動作を起

こしてしまうものまで現象はさ

まざまある。北米だけでも、

すでにソースプログラムを失っ

たり、開発者がいなくなったり

して、プログラムの書き換えが

困難なソフトが500億ドル相

当に上るらしい。この問題を

棚上げしたまま2000年を迎え

たらどうなるか。第1部ではフ

ィクションとして問題をシミュ

レーションする。そして、続く

2部以降でその原因と解決策

を考えていく。単純な問題で

あるけれども、我々の知らない

ところにもコンピュータは使わ

れていて意外と根深い。電算

関係者には危機感をもって読

んでもらって、我々は、突然

預金が下ろせなくなったり、電

気や電話が止まってしまった

りしないことを

祈ろう。
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生命力を持ったウイルスの恐ろしさ

JAVAプログラムの教科書

「知らなかった」ではすまされない
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『パワー・オフ』

コンピュータウイルスは、自

分で増殖しながらデータ破壊

やパフォーマンスダウンを起こ

す悪意を持ったソフトである。

ウイルスはファイルを媒体にし

てフロッピーディスクや通信を

経由して伝染するもので、自

らがネットワークを通じて寄生

するホストコンピュータを渡り

歩くことはない。後者の性質

を持ったソフトはワーム（虫）

と呼ばれている。ウイルスに対

処するワクチンソフトは、ウイ

ルスの持っているデータのパタ

ーンを認識して感染している

かどうかを判断するので、も

しウイルスがデータのパターン

を変異させながら増殖するの

なら、ワクチンを作成するの

は面倒になる。ワームや変異

型ウイルスは、

コンピュータや

ネットワークに

幾度となく脅威を与

えてきた。これらを題材

にした小説はいくつかあろ

うが、本書では人工生命技術

を盛り込むことで、さらにス

リリングな内容になっている。

かつてLIFEゲームでスクリー

ン上には生命のシミュレーショ

ンが繁栄していた。コンピュ

ータの動作環境下において、

あたかも生物が進化するよう

に自分自身を変えながら新た

な環境に適応していく人工生

命ソフト技術を取り入れたワ

ームやウイルスが、ネットワー

クに放たれたらどうなるか。現

実に起こるかもしれない状況

設定はもはやSFとはいいがた

いほどにリアルだ。

『JAVAクイック
リファレンス』

WWWブラウザーで使われ

るJAVA言語の解説本。新し

いプログラミング言語である

JAVAの入門書は、すでに何

冊もでているが、プログラマ

ーがデスクサイドに置いて仕

事に使える本はまだなかった。

ほかのJAVA解説本がプログ

ラミングの参考書ならば、

JAVAを開発したサン・マイ

クロシステムズ社の日本法人

の監訳によるこの本は、いわ

ばJAVAの教科書である。基

本的にはプログラミングに必

要な情報は盛り込まれている

が、万人に勧められる入門書

とはいいがたい。1章目が

「JAVA入門」となっているが、

CやC++プログラマーが読ん

で理解できる内容で、初めて

プログラミングを行おうとする

者にはちんぷんかんぷんではな

いだろうか。プログラマーが

プログラミングをするときに文

法などを確認するために使う

本である。図版がほとんどな

く、プログラミング知識があ

ることを前提に書かれている。

図版もなく、プログラミ

ング知識がないとわ

かりづらいとなる

と、どうしようも

ないと思われるかも

しれないが、そんなこ

とはない。無駄な解説がなく、

必要な内容を参照するときに

便利にできている。サンプル

ソースも実用的なリストが掲

載されていて参考になる。ク

イックリファレンスにしてはペ

ージ数があるが、使い込むと

手放せなくなるだろう。

『よくわかるマルチメディア
著作権ビジネス』

多くの人が、日本では著作

権の法律があって音楽や本な

どの権利が守られているという

ことを、おぼろ気ながらわかっ

てはいる。しかし、自分のホ

ームページに好きなアーチスト

の詞を載せることに対して、

著作権を意識している人は少

ない。それは悪いことだろうと

思っても、どう対処すれば

正当に利用できるの

かがわかっている

人はほとんどい

ないだろう。著作

権に関する本を探し

てみても、既存のメディ

アでの話がほとんどだ。本

書は、エンハンスドCDなどの

著作権のディレクターやコンサ

ルタントを務めてきた当人が書

いているので実用的だ。まず、

著作権をとりまく現状が解説

され、概要がわかったところ

でマルチメディアの著作権の

Q＆Aになる。電子メールで

譜面のやりとりをするときに著

作権はどうなるか、インター

ネットトークラジオを行うとき

の著作権処理は… といった知

りたい内容が詰まっている。

個人がインターネットを使って

情報を発信する放送局になり

得る時代だからこそ、著作権

を知らないではすまされなくな

ってくる。大丈夫と思ってい

ても、ホームページオーナーは

一度読んでおくとよい。ホー

ムページを置くサーバーがどこ

の国かによって、著作権管理

組織が変わるなんて知ってま

したか。
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